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平素より，本協会発展のためによせられますご支援・ご協力に対し深く感謝申し上げます。
さて，本年の標記大会を下記のとおり開催いたしますので，選手・役員の参加・派遣について格別のご配慮をお願いいたします。
県下の新型コロナウィルス感染状況を鑑みて、本大会は無観客での開催とし、今後の感染状況に応じて検討していきたいと考えております。各チームにおいては、下記１２の感染対策をご理解の上、ご協力をお願いいたします。
記
１，日　時　　令和４年５月２２日（日）　午前　８時３０分～開場受付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前　８時４５分～審判監督会議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前　９時３０分～試合開始
· 新型コロナウィルス感染症対策の一環として、開会式及び閉会式は実施いたしません。

２，　　場　　所　　昭和電工武道スポーツセンター「メインアリーナ」（大分県大分市横尾）　　

３，　　参加資格　　大分県少年柔道協会に加盟のチーム

４，　　試合方法
　（１）団体戦
　　　①　低学年の部（２・３・４年）・高学年の部（４・５・６年）とし，下記表のとおり編成する５人制で，各道場とも低学年・高学年１チームずつとする。
　　　②　各部ともに１回戦からトーナメント戦を行う。
　　　③　オーダーは，低学年は２年生より，高学年は４年生より各部とも学年順並びに体重の軽い順とし，５名（補員３名以内）でのチーム編成とする。
　　　④　各学年の出場順としては，１学年下の生徒を出場させることができるが，この場合体重の重たい選手を上位学年に出場させることとし，下位学年への出場や先鋒に幼児の出場は認めない。
　　　⑤　オーダー変更は補員との交代は認めるが，その他の変更は認めない。
　　　⑥　同率引き分けの場合は自由代表１回（ＧＳ戦は行わない）で勝敗を決する。
	低 学 年 の 部
	

	先　鋒
	次　鋒
	中　堅
	副　将
	大　将

	２年生
	２年生
	３年生
	３年生
	４年生

	下位学年出場範囲
	

	１年生
	１年生
	２年生
	２年生
	３年生

	高 学 年 の 部
	

	先　鋒
	次　鋒
	中　堅
	副　将
	大　将

	４年生
	５年生
	５年生
	６年生
	６年生

	下位学年出場範囲
	

	３年生
	４年生
	４年生
	５年生
	５年生


※注１　補欠については各部とも学年は自由，但し，オーダーは試合方法に準ずる。

（２）個人戦　
1 九州少年柔道大会（開催日：７月２日・３日、開催地：長崎県）への出場選手の選考を兼ねており、入賞者は同大会への出場権を得る。
2 ベスト８に残った選手を対象に補欠選手の選考をする。
3 大会当日体重測定を行いませんが，九州大会につながる大会ですので，教育的立場から監督・指導者の皆さんは正確な体重区分の中で参加申し込みをして下さい。対戦相手からの申し出で体重測定し、超過していた場合は失格とする。
4 対戦相手の体重超過が疑わしい時は対戦前に申し出て、体重測定を大会本部に依頼して下さい。対戦終了後の申し出は受け付けない。
5 九州大会の団体戦メンバーの選考は，女子も対象となる。
6 １年生男女混合の部及び２年生男女混合の部については、５位決定戦を行う。
　　　個人戦の実施階級は次のとおりとします。
　　　　１年生男女混合の部　　　　　　　　　　　　６年生男子軽量級の部　　（５０㎏以下）
　　　　２年生男女混合の部　　　　　　　　　　　　６年生男子重量級の部　　（５０㎏超級）
　　　　３年生男女混合軽量級の部（３５㎏以下）　　４年生女子軽量級の部　　（３５㎏以下）
　　　　３年生男女混合重量級の部（３５㎏超級）　　４年生女子重量級の部　　（３５㎏超級）
　　　　４年生男子軽量級の部　　（４０㎏以下）　　５年生女子軽量級の部　　（４０㎏以下）
　　　　４年生男子重量級の部　　（４０㎏超級）　　５年生女子重量級の部　　（４０㎏超級）
　　　　５年生男子軽量級の部　　（４５㎏以下）　　６年生女子軽量級の部　　（４５㎏以下）
　　　　５年生男子重量級の部　　（４５㎏超級）　　６年生女子重量級の部　　（４５㎏超級）

５，　　審判規定　
審判規定は国際柔道審判規定・少年規定とし，試合時間はすべて「正規の２分」とする。
判定の基準は，団体戦は「一本，技有り，僅差」とし，僅差は指導２の差とする，個人戦は，僅差は指導１以上の差とするが，時間内に僅少の差をもって勝敗を決する。
但し，本大会は、九州大会出場の選考会を兼ねることから，同大会の規定に準じ，両膝付きは「反則負け」片膝付き「指導」とする。

６，　　表　　彰　　団体戦　　１位から５位までの８チームを表彰する。
　　　　　　　　　　個人戦　　各部とも１位から３位の４名を表彰する。

７，　　申し込み　　申込書は，楷書にてはっきりと記載し，下記まで期日厳守で申し込むこと。　　　　　　　　
	☆　　申込先　　８７９－０６１７
　　　豊後高田市高田2059-5
　　　　　石元　浩司　　℡090－7986－8201
メールアドレス　isimoto@city.bungotakada.lg.jp
☆　　申込期日　　令和４年４月 ７日（木）必着


※注２　申し込みは文書またはメールとし、ＦＡＸでの申し込みは受け付
けない。
　　　　メールで申し込む場合はファイル名を「【道場名】第４３回練成　　　　　
　　　　大会申込書」として下さい。
　　　　
８，　　参加料　　　団体戦　　１チーム３０００円　　　個人戦　　１人につき５００円
　　　　　　　　　　　※注３　　参加料は当日受付にて取り扱う。欠場による減額はしない。

９，　　組合せ抽選　　後日，ブロック会議にて行うこととする。

10，　　その他　　　　大分県少年柔道協会に登録のないチームの参加は認めない。
　　　　　　　　　　　選手の参加は必ず保護者の承諾を得ておくこと。
　　　　　　　　　　　大会での傷害については，応急処置程度は大会本部で行うが，事後処置については参加者各自の責任とする。
　　　　　　　　　　　傷害保険には大会本部にて加入するが，各道場にて全柔連登録やスポーツ傷害保険等に加入しておくことが望ましい。
11，　　脳震盪について
　　　　 　 ①　大会前１ヵ月以内に脳震盪を受傷した者は，脳神経外科の診察を受け出場の許可をえること。
②　大会中，脳震盪を受傷した者は，継続して今大会に出場することは不可とする。
なお，至急，専門医（脳神経外科）の精査を受けること。
③　練習再開に際しては，脳神経外科の診断を受け，許可をえること。
④  当該選手の指導者は大会事務局及び全柔連に対し，書面にて事故報告書を提出すること。
　　　　　※注４　選手・監督・コーチ・審判・来賓以外の方の試合場への入場はできない。　
　　　　　　　　
12　　新型コロナウィルス感染症対策について
1 大会参加者（大会役員、審判員、監督、コーチ、選手）は大会２週間前（令和４年５月８日から同月２１日）まで、健康記録表等（別紙１及び２）の該当欄を記載し、各チームの監督に提出の上、監督は提出された２週間分の健康記録表等を保管し、本大会で感染者等が発生した際は、速やかに２週間分の健康記録表等が提出できるよう各道場で保管しておくこと。
2 大会当日、各道場は大会当日分の健康記録表（別紙３）を提出すること。
提出しないチームについては、大会出場を認めない。
3 開場の際、少年柔道協会において参加者全員に対し、非接触型体温計による検温を実施し、37.0度以上の者は、接触型体温計で再度検温を実施する。
なお、接触型体温計においても37.0度以上の発熱を認めたときは、大会参加を認めず、大会会場（観覧席を含む）への入場も許可しない。
4 大会会場への出入りの際は、必ず手指消毒を実施すること。
5 大会会場の内外においても必ずマスクを着用すること。
6 大会参加選手は、対戦時以外は必ずマスクを着用し、対戦時に脱したマスクは各自で管理（氏名を記載したビニール袋等を持参）すること。
7 大会申込がなされていても、チーム内または関係者に新型コロナウィルス感染者や濃厚接触者が確認された際は、速やかに大会本部に報告し、大会への参加を辞退すること。
8 試合終了後は、手指消毒及びうがいを必ず実施すること。
9 大会開催中は、無言での応援をすること（発声しての応援は許可しない。）
各チームの監督等についても、試合中、声を出しての応援及び指示は一切許可しない。
10 各チームは、大会参加者の保護者に大会参加同意書（別紙４）の提出を義務付けること。（同意書は各チーム規定の様式でも構いません。提出分は各チームで保管をお願いします。）







